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佃的】

うっ病患者の抑うっ症状の評価では、患者が訴える自覚的な抑うっの重症度と医師が評価する抑うっの

程度との飛離がみられることが稀ではなく、診断上・治療上問題となるとも少なくない。自己記入式尺度

である Beck Depression lnventory、Ⅱ(BDI・Ⅱ)と客観的評価尺度である夏amilton Depression Rating

Scale (HAMD)は、ともに広く用いられる抑うっ症状の評価尺度であるが、この2つの尺度の相関には

報告によって大きな幅(相関係数=020~0.89)のあることが指摘されている。

我々はこれまで、自覚的な抑うっ症状と他覚的な抑うっ症状の玩離が自殺傾性と関連することを明ら

かにしてきたが(TSU禅 N, etal.J A丘ect Disord.2014,161:1"9)、抑うっ症状のこうした飛離が、 MDD

患者におけるどのような脳機能異常を反映するにっいては、未だ、明らかではない。本研究で我々は、

MDD患者における抑うっ症状の自他覚飛離に注目し、その飛離と関連する脳機能異常にっいて、 near・

infraredspectroscopy (NIRS)を用いて検討を行った0

{方法】

対象はDSM、1V により MDD と診断された患者52例[乘籬あり群(n = 21): HAMDの重症度が軽症

以下(壽 13点)かっBDI、Πの重症度が重症以上(塗 29点)、飛離なし群(n = 31): HAMDが軽症か

つBDI、Ⅱが重症未満(< 29点)]、ならびに健常対照田C)群48名とした。臨床評価にはHAM・D なら

びにBDI、Πを用いた。脳機能の評価には日立メディコ製光トポグラフィ装置 ETG・4000 を使用し、夫行

機能課題による賦活検査としてVerbalauencytask (VFT)用い、課題負荷による酸素化へモグロビン

(Qxy、Hb)の変化量を求めた。

【結果】

MDD患者(n=52)と HC群間では、年齢、性別、教育年数、 VFT想起語数に有意差はなかった0

NIRSによる脳機能の評価では、禿離あり群、飛離なし群ともにHC群よりも前頭側頭部でOxy・Hb平均

変化量はHC群よりも有意に小さかった。 MDD患者間でみると、前頭部の 5つの Channel(ch 6,16,17,

27,37)では、飛籬あり群の Oxy、Hb平均変化量は需雜なし群よりも有意に大きかった(P =0.000-0.04DO

さらに、 MDD 患者の前頭部の 6 つの Channel(ch 6,フ,15,16,17,27)では、 BDI-11スコアと有'冒、な正の

相関(P = 038-059;FDR・corrected p く 0.05)がみられた0

【考察】

本研究では、抑うっ症状の自他覚禿離をもっMDD患者の前頭部領域のOxy・Hb平均変化量は飛離なし

群よりも有意に大きかった。この領域は、認知の制御や能動的な感情制御に関与する背外側前頭前野、前

頭極とほぼ一致してぃた。さらに、同領域においてBD1得点とOxy・Hb平均変化量との間に有'冒、な正の

相関を認め、前頭部領域の賦活反応の大きさが抑うっの自他覚症状の飛離と関与している可能性か示され

た。

【結論】

抑うっ症状の自他覚禿離のあるMDD患者は詑離のない患者とは異なる病態生理を有することか示唆さ

れた。

論文内容の要旨
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当該博士論文について口頭試問を行い、以下のような回答を得た。
1 抑うっの自覚症状が重症である乘籬あり群で脳血流がより保だれる理由にっい
て:乘離なし群には内因性うっ病が多く脳血流が低いが、乘離あり群には非内因性
うっ病が多いと考えられ、そもそもかなり異なった病態をもっ可能性がある。
②抑うっの自他覚症状6飛離にはどのような神経医伝建物質が関与していると考え
られるか:乘離なし群は比較的均一な患者群が含まれていると考えられ、従来言わ
れてぃるようなセロトニンをはじめとした神経伝達物質の関与が考えられるもの
の、詑離あり群はパーソナリティ障害の併存例など、かなり雑多な病態が混在して
いると考えられ、特定の神経伝達物質の関与は同定ヤきてぃない。
③症状の推移により縦断的に脳血流稔どう変化してぃくと考えぢれるか、寛解後も
このような脳血流の低下が維持されるのか:側頭部の脳血流が重症度を反映すると
いう報告がみられる一方で、前頭部の脳血流は状態像によって大きな変化はみられ
、むしろ疾病特異的であるという報告がなされてぃることを考慮すると、寛解に
よっても前頭部の脳血流の低下がみられると思われる。
4 これまでに抑うっの自他覚症状の乘離の有無に着百した脳機能画像研究はないの
か:本研究が初めてで、これまでの報告はない。
⑤賦活課題中の脳血流の変化に影響を与える由子にっいて:脳表の血管拡張、血流
増加などもNIRSの結果に反映されるが、 pro-task、 post-taskを行うととで補生を
行っている0 、、Y、、、、芸ゾ
⑥本研究'臨床における意義にっいて:本研究の結果から、うっ病における症状評
価、薬物療法の治療反応性の予測などにNIRSが応用できる可能性があると考えられ

以江二のように上記の質問に対して、当該学位申請者は適切に回答した。また、うっ
ーー J゛、ー、^去'^^^

病にっいての学識.臨床経験を十分に有しており、この研究成果は学社授与iこ相応
しいと考えられた。
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当該博士論文について、下記内容の口頭試問を行った。
.メランコリー型うつ病と非メランコリー型うつ病の違いについて
.定型うっ病やいわゆる「現代型うつ病」では、乘離あり群と乘離なし群の
いずれの群に多くみられるか
.乘離あり群では自覚症状が強いにも関わらず、乘離なし群よりも脳血流が保たれている
のは何故か
.うっ病を自他覚症状の泥離の有無により分類する意義について
・BD1とHAⅧのそれぞれの特徴と両者に乘離が生じる背景について
自他覚症状の詑籬に関与すると考えられる神経伝達物質は何か

ても脳血流は症状の推移により縦断的に脳血流はどう変化していくのか、寛解期におい
低いままであるのか
・これまでにうっ病における自他覚症状の乘離に着目した神経画像学的研究
はないのか
・本研究結果の臨床における意義について

上記の質問に対して、当該学位申請者は適切に回答し、本学位論文が論文提出者の研究成果であることを確認し元。また、うっ病にっいての畢識'・臨床経験を十分有しており、この研
究成果は学位授与に相応しいと考えられた。
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